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生徒指導全体計画

生徒指導部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒指導に関わる重点実践事項
○挨拶・言葉遣い・礼儀の確立
○人に迷惑をかけない心の育成
○いじめの予防・撲滅
○相手の良さに目を向けさせる指導
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生徒指導全体計画
生徒指導部

○心身を鍛える子

教育目標

よく学び　心豊かで　たくましい子ども

知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 児 童 の 育 成

経営の基底

努力目標

○進んで自分の考えを伝え合う子

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

○思いやりをもって行動する子

○基礎・基本の習得
○特別活動の充実
○道徳実践力の育成

生徒指導に関わる経営の方針

○学級経営が学校経営の基盤であるという考えにたち、学級経
営の充実に努める。

○子どもや社会の変化・変貌を見極め、創造的・弾力的な教育実
践に励む。

○保護者、ＰＴＡとの連携を密に図る。

○礼儀正しく、秩序ある学校を目指す。



１ 基本的な考え方

教育目標達成のため，児童一人一人の精神的な側面での支援をはかり，良さや個性を

最大限に引き出すことをねらいとする。したがって教師は，学校生活が児童一人一人に

とって楽しく充実したものとなるよう的確に実態を捉え，適切な手だてを講じるための

体制作りと計画的継続的支援に努めなければならない。

一人一人が所属感を持ち，努力を通して成就感を味わい，互いに求め合い励まし合え

るような豊かな心の育成を目指したい

２ 指導の方針

(1) 学級経営の充実を図り，教師と児童，児童と児童の人間的なふれあいを深め，信頼

関係の確立に努める。

(2) 学級の組織と活動の充実を図り，児童が自ら問題を見つけ，解決していけるような

場の設定や話し合いの仕方，役割分担に配慮する。

(3) 教科学習，特別活動，道徳等あらゆる活動を通して自己存在感や充実感を味わえる

よう自主的活動の場作りに努め，自己表現力や自己決定力を高めていく。

(4) 各種のたより，参観日，保護者面談等を通じて保護者や地域との連携をはかる。

３ 指導の重点

(1) いじめや仲間はずれの防止

①基本的な考え方

いじめは人権侵害であり，健全な発育を阻害し人間形成に影響を及ぼす重大な問

題であるとの認識に立ち，絶対に許されるものではないという毅然とした態度を全

校に浸透させる必要がある。自らの学校，学級にもいじめは存在するという問題意

識を持ち，学校と家庭，地域の関係機関との連携を密にし全校をあげて取り組む。

そのために，日常の教育相談体制の充実を図り，全校をあげての正義や思いやり

の心の育成，学校不適応の解消に努める。

②実態把握の方法

・学担の日常の対話や観察から

・全教職員の情報交換から（職員朝会・職員会議等）

・参観日等での保護者懇談や保護者面談での情報交換から

・教育相談から



③具体的指導

・事実関係の正しい把握

・いじめられている子の心の痛みを受け止め，精神的不安を取り除く

・いじめを行った子には，その背景や心理を理解しながらも「絶対に許されないこ

と」という強い認識と毅然とした態度で臨む

・いじめをあおったり傍観したりする子を放置しない

・保護者にも理解を求め，いじめが解消するまで継続的指導をする

・いじめの内容によっては関係機関の協力を仰ぐ

(2) 基本的生活習慣の確立

①基本的な約束（しうらっ子の約束）の共通理解，共通実践に努め，けじめのある生

活の確立を目指す。

②基本的な約束（しうらっ子の約束）について定期的に自己評価させ，約束の内容に

ついて定着させる。

③大きな声での正しい言葉遣いの挨拶，時と場合に応じた言葉遣い，廊下・階段の正

しい歩き方の日常化を徹底する。

④自分の持ち物への記名を徹底させ，物を大切にする心を育てる。

⑤家庭との協力・連携を図る

(3) 授業における生徒指導の充実

①児童の実態を把握する

・常に児童の実態把握に努め，適宜指導方法を検討し，実態にあった指導をする。

②児童一人一人に自己決定の場を与えるよう配慮する

・学習の仕方を身につけさせる

・共同解決の中で自分の考えを整理したり，表現したりする場を設定する

・自力解決と表現の場と時間を学習過程に位置づける

③相手との関わりを大切にする

・発表の仕方，言葉遣い等，発達段階に沿った話し合いのルールを確立する

・聞き方，話し方の指導を大切にする

④存在感・成就感をもてるように配慮する

・結果だけにとらわれず，それまでの過程が大事にされるように配慮する

⑤最大限に可能性を発揮できる場を構成する

・意欲的に取り組める問題場面を工夫する

・教材研究を深め，子どもが十分に能力を発揮できるかを見通し，具体的に対応す

る

⑥人間的ふれあいを大切にする

・お互いを認め合い，どんなことでも言い合える環境作りに努める



４ 指導体制

(1) 指導方針，重点及び内容について全職員が共通理解をし，共通実践する

(2) 職員間での情報交換を密にし，問題行動の未然防止，早期発見，早期指導に努める

(3) 運営組織，指導場面における担当を明確にして指導にあたるとともに，担当間の連

絡調整を密にし共通視点での指導に努める

(4) 緊急を要する問題が発生したとき，または問題行動が見られたときは， 学担→

教頭→校長の順で報告後，生徒指導主任を含む関係職員で対処方法について協議し対

応する。

５ 教育相談の推進

(1) 基本方針

①児童理解を深め，学校生活の適応化を図る

②学級担任を中心とした教育相談を進める

③学級担任は，担当者（校長・教頭・教務主任・生徒指導主任・養護教諭）と家庭と

の連絡を密にし指導する

(2) 目標

相談する者と相談される者の人間関係を大切にしながら，児童の持つ問題を診断し，

助言,指導を与えることにより，その解決を図る

(3) 教育相談の進め方

①悩み・問題の発見（日記，班ノート，児童・地域からの情報，日常観察等）

②資料の準備（個人指導資料カード，指導要録等）

③面接（対等の立場で）

・本人の気持ちを和らげる（興味・関心，特技等）

・聞き手になる（じっと，うなずいて，本人の気持ちになって，しゃべりすぎない）

・尋問口調や説教口調にならない

・じっくり考えさせる

・共に考え，共に悩む態度をとる

・「話してよかった」という気持ちを持てるようにする

・あせらないで時間をかける

④事後処理

・面接の後，生徒指導カード等に記録を残す

・継続相談の必要がある児童には，次の相談日を約束する

・関係職員へ連絡する

(4) 実施の時間

６月１２日～２７日と１１月１０日～２７日に教育相談週間を設けるが，必要に応

じて適宜実施する。



６ しうらっ子の約束

項目 約束 項目 約束
車に気をつけて道路を正し
く歩く（白線の内側）

寄り道をしないで，事故に気
をつけて下校する

バス乗車中のマナーを守る
バスに乗り遅れないように気
をつける

めあてを持って一生懸命活
動に取り組む

発車するバスに近寄らない

発表者の話をしっかりと聞
く

右側を静かに歩く

始めと終わりの挨拶をきち
んとする

来校者に大きな声で挨拶をす
る

正しい姿勢で学習する ゴミが落ちていたらひろう
先生や発表者の話をよく聞
く

場所を独占するような遊びは
しない

正しい言葉遣いで発表す
る。

体育用具室，ステージに入ら
ない

自分の考えや意見を進んで
発表する

ボール遊びはしない

私語，手遊びをしない 勝手に用具を使わない
学習用具をていねいに扱う 校地外へでない

休み時間
前時の学習の後始末と次時
の学習準備をする

駐車場で遊ばない

みんなで楽しく遊ぶ 遊具の独占はしない

係や委員会活動を計画的に
行う

前庭でボールを使わない
（ボールはグラウンドで使
う）

使用したものの後かたづけ
を行う

用件を言ってから入る

次の活動に遅れないように
行動する

用事のある人だけが入る

楽しい雰囲気で，人に迷惑
をかけないように食事する

会議中は入らない

食事の後始末をしっかりと
行う

場に応じた正しい言葉遣いを
する

自分の席に座って歯磨きを
する

呼び捨てにしない（君、さん
をつける）

テープに従って丁寧に歯み
がきをする

ハンカチ，ちり紙を身につけ
る

自分の役割を果たし，みん
なで協力してきれいにする

友だちと仲よくする

用具の後始末をきちんとす
る

持ち物に名前を付ける

反省をしっかりと行う
ズックのひもを結ぶ。かかと
をつぶさない。

パソコンは勉強のために使
い，残酷なゲームなどをし
ない

家に帰る時刻をまもる
春・秋　５：００
夏　５：３０
冬 ４：００

高価な機械があるので壊さ
ないようする

特別教室には勝手に入らない

言葉遣い

昼休み

授業時間

校舎外での遊び

職員室

パソコン
室

集会活動

登校時
下校時

廊下・階段の歩き方

その他

体育館での遊び方

給食

清掃

歯磨き



・教室内や廊下に掲示する（高学年用，低学年用）。

項目 約束 項目 約束
しろいせんのうちがわをあ
るきましょう

まっすぐおうちにかえりま
しょう。

バスのなかではさわがない
ですわっていましょう

バスにおくれないようにし
ましょう。
バスがうごくときはちかづ
かないようにしましょう。
はしらないで，みぎがわを
あるきましょう。

しっかりあいさつしましょ
う。

おきゃくさまにおおきなこ
えであいさつしましょう。

よいしせいでべんきょうし
ましょう

ごみがおちていたらひろい
ましょう。

おはなしをしっかりききま
しょう

みんなでなかよくあそびま
しょう。

ただしいはなしかたではな
しましょう

ステージやようぐしつには
はいってはいけません。

たくさんはっぴょうしま
しょう

ボールはできません。

おしゃべりやてあそびはや
めましょう

かってにたいいくのどうぐ
をだしてはいけません。

どうぐはていねいにつかい
ましょう

がっこうのさくからそとに
でてはいけません。

やすみじかん
つぎのべんきょうのじゅん
びをしましょう

ちゅうしゃじょうであそん
ではいけません。

なかよくあそびましょう
ぶらんこやてつぼうはなか
よくつかいましょう。

かかりのしごとをしっかり
としましょう

ボールはグラウンドでつか
いましょう。

あとかたづけをしっかりと
しましょう

あいさつをしてからはいり
ましょう。

そうじにおくれないように
しましょう。

ようじのあるひとだけがは
いりましょう，

さわがないでたべましょう
せんせいがたがおはなしあ
いをしているときははいら
ないようにしましょう。

じゅんび，あとかたづけを
しっかりしましょう。

ていねいなことばづかいを
しましょう。

じぶんのせきではみがきし
ましょう。

さん，くんをつけてともだ
ちをよびましょう。

テープにあわせてきれいに
みがきましょう。

ハンカチ，ティシューをも
ちましょう。

きょうりょくしてそうじし
ましょう

ともだちとなかよくしま
しょう。

どうぐをしっかりとしまい
ましょう

もちものになまえをつけま
しょう。

はんせいをしっかりとしま
しょう。

ズックのひもをむすび，かかと
をおらずにはきましょう。

あそびのためのゲームはで
きません。

いえにかえるじかん
春・秋　５：００
夏　５：３０
冬　４：００

どうぐをだいじにつかいま
しょう。

とくべつなへやにかってに
はいってはいけません。

パソコン
室

しゅうかい

がっこう
にくると
き かえりみち

ろうか・かいだん

おはなしをしっかりききま
しょう

そのた

たいいくかん

きゅうしょく

そうじ

はみがき

ひるやすみ

おべん
きょう

そとでのあそび

しょくいんしつ

ことばづかい


